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1 ．は じめ に

　近 年 、 我が 国にお い て 、新潟中越地震や福岡県南西沖地

震の応急対 応お よ び復 1日復興活動 を支援する た め の
一

元

的電子地 図 管理 サイ ト 「災害支援電子 地 図 ポータル jl｝や、
被災 現 場 の GIS情 報 化 を 遠隔 地か ら支援す る GISボ ラ ン テ

ィア ネ ッ トワ
ー

ク
2距
など、災害時の 緊急 対応活 動に お け る

GIS関連技 術の 実戦的 な活用が行 わ れて い る。

　前報
s｝
に引き続き、筆者 ら は2001年ニ ュ

ーヨ ークWTCビ

ル 崩壊 災害の 聚急 対応 活 動 にお け るGIS活 用 の 実態調査 を

行 っ た 。 GISの 活用 へ 尽 力 した機 関 へ の イ ン タ ビ ュ
ー調 査

を行 うこ とで、当災害に お け る事例 ・教訓 を精査 し、我が

国の 緊急 対応GISへ対す る資料の提 示 を行 うこ とが 本報 の

目的で あ る。

2．Emergency 　Mapping　and　Data　Center（EMDC ）

　　の 活動内容 の群細の整理

　本 報 で は、災害直 後か らの マ ッ プ 作成 に お い て 中心 的

役割を果た したEmergency　Mapping　and 　Data　Center （以

下、日DC）の 活 動 内容の 整理を行 っ た。そ の 結果、連邦 政

府、州、市等の 役割を明 らか に した 上 で 、 どの 程度の 人や

表 1 ニ ュ
ーヨーク市 で の ヒヤ リン グ 対象機関

機器、データが 必要で 、どの ような業務が発生 した の か ．
具体的な数量 と過 程 の 詳 細、お よび それらを支えた 背景 を

ま とめ た。調査期間は2004年7月 27日 〜 8月 1日、対象者 は

EMDCsc務 に中心 的 に携わ っ た各組織の 代表 者 で あ る （表 1）。
（1）主な活動内容

　 班   の 主 婁業務を表2に示 す。大 き くは6つ の GISユ ニ

　ッ ト・チーム が 結 成 され た 。 チー
ム は、ニ ュ

ーヨ ーク市

危 機 管 理 局 （New　Vork　City ，　 Office 　 of 　E田 ergency

Management） 、
ニ ュ

ー
ヨ
ーク市消防局 （New　York 　Citv，

Fire　Department）、連邦政府防衛省 （VS、　Department　of
Defense）、ニ ュ

ーヨ ーク州 危機管理 局 （StateEmergen ¢ y
Manegenient　Office）、ニ ュ

ーヨ ーク 市立 大 学 ハ ン ター

カ レ ッ ジ校で ある。こ こ で は2，600の マ ッ プ 作成 要 請 に

対 して、8，000の マ ッ プ を作成 し、8つ の Webマ ッ プ シ ス

テ ム と 1っ の 双 方 向型ア プ リケーシ ョ ン の 作成を行 っ

　た。そ して、市や 州 、連 邦 政府、NPO、建 設 業者、マ ス

　コ ミな どの 75機関の 活動を支援 した。

｛2）マ ッ プ作成者

　　EMDCの マ ッ プ 作成業務に 携わっ た 機 関を表3に 、その

　時の 活 動状 況 の 一部 を表 4、表5に 示 す。連邦 政 府 、 州、
　郡、市、その 他 公 的機 関や 民 間企 業、NPOな ど多様な機

　関の メ ン バ ーが集ま り、多い 時は 約300名の ス タ ッ フ が

　　　　　　　　　　　　　表 2　E聞DC の 主 要 築 務

調査 機 関名
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マ ッ プ 作成活 動 に関わ っ て い た。 EMDCにお い て 使用され

た 空 間情報技術は、GIS、　Digital 　Orthephetography、
Rem。te　Seinsing、　 CAE）D、　 GPSで あり、使用され た GIS

ソフ トウェ ア は 、ESR工、　Maplnfo、
　Intergraph、6E　Sロall

Worldで あっ た 。　EMDCの 運営組織体制を図 1に示 す。

（3）　 マ ツプ 要 請者

　マ ッ プの ユ
ーザー

で ある各機関の マ ッ プ作成要請件

数の 把握を行 っ た。機 関 ご とに マ ッ プ の 要 請件数 を 図2

に、発 災 後か らの 週ご との マ ッ プ 要請件数を図3に示 す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 1EMDC の 運 営組 織体制

表 3EIEDC （Emergency 蘭app 　i　ng 　and 　Data　Conter｝マ ッ プ作成の 関係機関

画 　20σ4年翻 匠 の インタビュ ーづ駄票蝦 。 NVCIOEnl、nanGrnρhicetttssc　2rvおよびイン タビュ
ーか ら襯 。
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　　図 2 機関ご との マ ッ プ要請件数　　　　　　　　　　　 図 3 週 ごとの マ ッ プ要請件数

　　　　　　　　　　　 衷 4　 N 　Y 　CA ）olTT を中心 とした EMDC 活勁状況

1990／5月〜 N　 のGISコ ミュ ニ ティ：GISMO 〔Geog陥 phio　l目formati  Systoms＆ Mapping　Op8rati  s）カ　　 o

　 　　 　N 　 の 　 々 なG ：S 　 　 　 の 　400　 ｛ 囗　 　 　 　 へ

1994〜
民 間GISコレ サ ル ティング会 社で あるP  Gr8phio8はNYC と複数年契約を結び、　NYCの GIS関 運事 檠
に 携わっ てきた。OEM の EMOLS （Em8rgenoy 　Man88   ont 　Online　Locator　Sysもom ）もPbnGraphiosが
開 発。

1996〜
ハ ン

ーカレッジは NYC の 　　。 閥YC！Odrr とハ ン
ー

　l　 GB 　　に　して深 い　　　 に っ た

ため　 の倒S
−一 ペースのコ ピー　　　　た　　 生の　くが　　 の GlS　　：　　っ てい る

2001．911
　 　 　 日

”YS と閥VC とでデータシェ アリングに関する契約を結ぶ 。

2001／9！11

タ方、自宅で 待機してたA』n氏 にNYC から電話。卑 の迎 えが 来て 、EOC で ある闘VPD ポリスアカデ
ミーへ 連れ て行 か れ る。

「我 々 は地 図が 必要だ亅と要鵬されるが．A   氏 ：r私 に何がで きるか、〔誕Sに
何が できるか分か らない。まず、地 図作成のため の 人を探させて くれ」とハ ンターカレッ ジのPro£
S関 n α Ahoam を訪ねる。

”
どんなマ ップが役立つ か

卩

を考え、マ ップを数 教印劉し、
　NYPD に持ち帰

る。その後、市のGISデータベ ー
ス のコ ピーを所有 して い たwCU ハ ン ター校は、地図作成の ため150

ギガ バ イトの 容量を持つ コ ン ピュ
ーターとデ

ー
タ、人 を剛 PD ポリスア カデミ

ー
に送 った 。 Alan氏 ；「8副 d

  mm 由 ing：関係者に、どのような情報が必要 か ？あなた 遼はどういう貢献ができるの か ？を聞い て

回っ た 。 亅

2001／9／12
擁蟹の粤絞堕少なかっ た髄YC！DEPから7台の qン ピュ r タが邇び込まれる。
NYpb 、ド卵マなどの 緊急対応機関か らの地図要請に従っ で、作成作業始められるピ
⇒ How 　to　 　   d　to 餉θ rθ　 ost

2001／9！13Abn 氏が州に電 話 した。

2001／9！13−14NYPD
’ ・リス アカ7 ミーカ　　蒙っ て たの で、　EOC 　 W τCから　へ 2マ イルのPioゆ 2へ 　　。

　　に 　い EMDC 　　　　　 ’ ・
1 スア カ

ー
ミー　 一バー一いブ 　業

〔
一

週間後） 地 図の要 請件 数約 100件 。

（第 二 週 目1　 地 図の 要請件数は1ρOD件にも上 がっ た。
コ 漏 クカ 10 目 の WS 、He脚 賦 t尸P 麗   dカ 6 口 のヲ百覊

一吶
　　　

『

講飜 範鑢 罐 鑼 譏 魂 ぽ 1，粥 贈 ．　　　　　　　　　　　　　　 の 　　　　　　　　　　 　　　　　 80　 の マ ツプ醫生
産L 距 機閉を熏援Lた恥
100− 300名が駐 在し地 図作 成に関わ った。うちGIS 」2肥 旧 茄rは 50名齧壁 ？　

……一一一 ’…「

EMDC はEMOLS を修正 し、建物の ア クセス状況や危険度などをネットで 調べ られるようにした。

（第六 週 目） EMDC の 稼働時間 ： 7days　a　w8ek 　24　hour8　a 　 （当初の 6遇間）
2001／書1！1EMDC の稼働時聞 ； 7d 自 sawoek 　10h   r58

2001！11！7Rookaways 　P6ninsul8，　Quoons　NY の ア メリカン 　窪墜落事故 対応
2002 ／1！10Midb … ，　Manhat士an 　NYで のWdd 　Eo  omic 　Forum　Pr幽 st対 応

2002／1月下旬　 εMDC をクロ ーズする

（2004／1月 Alan氏 がDorI を退 職し、PlanGraphics社へ
卩
籍）

表 5　NYS ／OFT の 活動状況

Abn 氏 が州に電黷 した。OFT が ベ ン ダー（EarthD鼬 社）へ 要謂、Hire。
EarthData は、　 は 日　は飛 行 止 で っ こ 二め、日　　（right 　afヒer 　5田 鵬 》に飛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 温
（ThormaDと写真（Ph。to卵 p卜y》を提っ た 。

⇒ 引S業務に はあまり関係しない が、　Obliquo  a即 の提供を
　察．消　に対して

需
　　 　 　　 　 　　 　 っ た

2001／9／132交代制勸務（8am−8pm，8pm−8am》で 対応。最初の 画像提供は 13日であっ た。
　 　　 　 こ

1 モ ー
　 ン ン ン　 　 　

’
　 　 　 　 　 　 　 　 ア ル ’ ニ

ー
で 　 　 　 　．4　の ス ッフ

て EarthData社 〕で 8〜12時間か かっ た 。

FrrPサ イトが機能しなかっ た ため、データを髄み 込 んだ OD −ROM を．州醤察が1日に2度、ニ ュ
ー

ヨーク
市 消 防署、緊急 地 図 作成デ

ー
タセ ンター そして FEMA へ と配 達した 。

⇒ 　　　　　　　　　ス 　　コ 　　の ERos 冨｝鰰 　　
一

と轟ス　　　　　　　く　た
OF τか らは NYC に は αSス タッフ は

’
っ て い ない （EMDC に は　　 5 αSス タッフカ いた〕。　　は　て

ア ル バ ニ ー
で 行っ た

SEMA ｛Stat8　Emorgemy 　Manogomer虎 A＆onoy ）に は 15〜16名の 鵬 ス タッフ カ い るカ、ア ル バニ
ー近

　 の 　 　 で GlS業 　支 　 行 っ た

Fuol　Tankデータは弼が持っ て いた 。

約5週間、日 々 の データ更 新を行 った。
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マ ッ プ の 要 請 は 、実 際 の 緊 急 対応 活動を行 う副 PDや
MOO 臥 FI畑 、　FDNYが多 くを示す が、US　 Army　and （hiard

，

Port　Auth。rity ，　 Cbast　Guardなどの 港湾や危 険 物 な ど

の 重要施設 の警備を行 っ た機関か らも多くあっ た 。 週 ご

との 要請は2週 間 目が ピーク となり、5週 目で落ち着い た

こ とが分か っ た。

3 ．緊急対応GISを支えた背景

　各機関 へ の イ ン タビ ュ
ー調査 よ り、緊急 対応 時データ

の 共有 な ど、GIS を基 盤 に した連携活動 が上手 くい っ た背

景 と して、以 下の 2 つ に よ る とこ ろ が 大 きい と考えられ る。
（D 高精度べ 一ス マ ッ プ が （最終）構築段 階で あ っ た 。

　複数の デ
ー

タセ ッ ト使 用 時 に 、データ の 不
一
致 （正 確 に

重な り合わ ない こ と》が頻繁に起 こる とい う予 て か らの 問

題に対 して 、

“
BIN （Building　Identification　Nutubers）

Special　Projects”

とい う、 正確な
一

元 的ベ ー
ス マ ッ プを

橲築す る動 きが ニ ュ
ーヨ ーク 市に あ 叺 そ の 構 築の 最終段

階に本災害が発 生 した。市に お け るべ 一ス マ ッ プ 整備 に関

わる動きは、1995年か ら始め られ て お り、緊急対応活動に

中心 的役 割 を果た した プ ラ ン グ ラ フ ィ ッ クス 社や 剛 市立

大学ハ ン タ
ー

校等は こ れ らの 業務 に長年携わ っ て い た。E
MDC が 力を発 揮で きた の は、こ れ らの 高精度 な べ 一ス デ
ータに容易に接続で きる環境で あ っ た こ とが 大きい 。
（2）GISMO （Geographic　lnformation　Systems　＆
　　Mapping　Operations）

　GISMOと呼ばれる、連邦、州政府、自治体、民間企業、
大学の メ ンバ ーよ り構 成 され る コ ン ソ

ー
シ ア ム が 1990年

よ D活動 を して お り、十数年来の 人 的ネ ッ トワ
ークが構 築

されて い た。EMDCの リーダー
で あっ たAlan氏に よれば、災

害直後にどの ようなメ ン バ ーを集め れ ばよい のか を即座

に 思い つ き、EMDC の ボ ラン テ ィ ア ・メ ン バ ーの ほ とん どは

GISMOの メ ン バ ーで あっ た とい う。ボ ラ ン テ ィ ア と言 えば、
各地か ら集ま っ て きた人 々 だ と考え られ るが、以 下 に述 べ

る厳 しい セ キ ュ リテ ィ体制の もの では 、予 め人的 な 関係 の

ある メ ン バー
で ない と緊急対応時の オペ レ

ー
シ ョ ン は難

しい 、との 意見 もあ っ た 。

4 ．WTC ピル 崩壊災害の教訓 と課題

　各機 関へ の イ ン タ ビ ュ
ー

調査 よ り、wrcビル 崩壊災害の

教 訓 と．我 が国 の 緊急 対応 活動 に おい て 重要と考え られ る

項目に っ い て 代表的なもの を以 下 に記 した 。

（1） デ尸 タ

・ 提供 して もらっ たイ ン フ ラ系 GISデータ （電気 、ガ ス
、

　　水 道、地 下鉄 な ど） を使 えた こ とも大 きい。ま た、そ

　　れ らの データ を扱 うた めの
“
地 下 デ’r タ作 成 チーム

　　 （Deep　Infrastructure　Group ）
”

も発足 した。
・
　現揚で は大 縮尺 と小縮尺 の 両方の マ ッ プが必 要 。

〔2）　 ニ ーズ の 理 解

・
　 い くつ か の マ ッ プ は、全 く使 われなか っ た り、効果 的

　　に 使われなか っ た。もっ と多様なマ ッ プを作成 す るべ

　 　 き で あっ た。
・　 ユ

ーザーとコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をと り、ニ ーズ を理 解

　　す るこ とが とて も重 要。それ に よ り、救命救 助 な どに

　　つ な が る可 能 性 も大 き い 。

（3）　 マ ッ プ  製作
・
　 ユ

ーザー
は、位置 と方位が簡単に分か るマ ッ プが必 要

・
　複雑 なマ ッ プ （プ ロ ダク ト）よ り、簡単なもの が 費用

　　対効果 が高か っ た 。 K正SS　it1 （単純 ・明快 ・簡略 ・

　　大きく）を心がけてマ ッ プを作っ た。
（4）　 データ共 有
・　 事前の データ 共有協定 （例えば、M 市とプラ ン グラ フ

　　ィ ッ クス 祉）は 有用 である こ とが証明された が、もっ

　　と多様 な機関と行 われ るぺ きで あっ た 。

・
　 イ ン フ ラ 系 民間企 業 とは 、データ 秘 匿 と安 全 性

　　 （Security　abd 　confidentiality ） に 関す る協定 を独

　　占的に行 わ な けれ ばならなか っ たが、データ共 有の た

　　め には 権利 拡大 が必 要で あ っ た。
（5）　 セ キュ リテ ィ

・
　厳重な警備 の も とで の オペ レーシ ョ ン で あ り、ス タ ッ

　　フ 全員が ID 番 号 を渡 され、厳 し く管理 され た。
・
　セ キュ リテ ィ が極めて 高い コ ン ピュ

ー’タ環境と（デ
ー

　　タ共 有用 の 》 オープ ン な コ ン ピ ュ
ータ を平行 して使

　　え る用意が 必 要 。

・
　予期した よ りもよ り頻繁 に、よ り広範 囲に わた っ て 情

　　報漏れが起きた （データの 共有化 とセ キ ュ リテ ィ の ジ

　　レ ン マ ） 。

4 ．まとめ

　本報で は、ニ ュ
・’一ヨ ーク市の 関連機関へ の ヒヤ リン グ調

査 か ら、 2001年町 Cビル 崩壊災害の 緊急対応マ ップ 作成 に

お い て 中心的役割 を果た したEmergency　Mappi  and 　Data
Center 価DC）の 活動内容の整理 を行 っ た 。 その 結果、組

織ごとの の 役割 と、マ ッ プ の 作成過程、数量、そ して そ れ

を支えた組織体制や背景に つ い て ま とめた。
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